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明治大学所蔵
蘆田文庫古地図コレクション

歴史地理学者として高名な蘆田伊人が生涯をかけて
収集した約2,000点の古地図です。

世界図、北方図、日本図、地方図、町図、街道図、
水路図、俯瞰図、など幅広い分野にわたります。

日本図は、江戸初期の行基図や国絵図、元禄期の
石川流宣『本朝図鑑綱目』、江戸中期に民間図の主流
をなした安永８年（1779）版の長久保赤水『日本輿地路
程全図』、伊能図、明治期の地形図などが系統的に集
められており、日本地図成立史を知る上でも有用な コ
レクションと言えます。

また、地方図には、当該地域において既に失われてし
まった貴重なものが含まれています。

世界図では、大黒屋光太夫将来の両半球図写図や、
リッチ系の楕円形図などがあります。



明治 １０年 （1877） ９月２８日、福井市日ノ出町新屋敷で、蘆田碩、岩子の長男とし
て生れる。祖父十左衛門は福井藩勘定奉行、父は福井藩藩学明新
館教授・福井県第三師範学校漢学教授。

２４年　（1891） 福井県尋常中学校、高橋健自に歴史学を学び、歴史地図の編纂を
手伝う。

３１年　（1898） 國學院大學入学、国史、国文、法制を専攻。

３３年 （1900） 國學院を中退し､早稲田大学史学及英文学科に入学、吉田東伍に学
び、『日本読史地図』の編纂に加わる、吉田東伍没後は単独で改
訂作業を進める。

３７年　（1904） 早稲田大学卒業、青森県立中学校教諭。

３８年 （1905） 東京歩兵第三連隊入隊。

３９年 （1906） 東京帝国大学史料編纂掛編纂官補（南北朝時代史編纂部）。

４２年 （1909） 日本歴史地理研究会入会、後に幹事。

４４年 （1911） 三井男爵家編纂室嘱託（大正７年まで）。

大正 　６年 （1917） 子爵松平家の委嘱により松平春嶽侯記念文庫の設立、伝記編纂に
従事（昭和２年まで）。

　７年 （1918） 帝国学士院の研究助成を受け大名領地の沿革調査（同10年ま
で）。

昭和 　２年 （1927） 旧小浜藩酒井伯爵家編纂部主任（昭和15年まで）。

１０年 （1935） 帝国学士院の研究助成を受け日本村落の歴史地理的研究。

１１年 （1936） 宮内省帝室林野局の委嘱により帝室御料地の沿革調査（同12年ま
で）。

１８年 （1973） 松平春嶽編纂刊行会主任。

２０年 （1945） 戦災を避けて、蔵書を福井県松岡町と長野県諏訪市に疎開。

２３年 （1948） 福井大地震に遭遇、福井疎開の蔵書の大半を損失、残余を福井大
学に売却し、諏訪市に移転。。

３５年 （1960） ６月6日、諏訪市で死去、享年85歳。
11月、福井市の妙長寺にて郷土葬。
明治大学図書館が諏訪市疎開分の蔵書を購入。

福井県管内地図（明治29）

東京近傍勝地遊覧地図（明治31）

古今東西金言類纂（精華堂、明治32）

東京市全図（明治44）

大日本地誌体系　初版本　14巻（大正3～6）

大日本地誌体系　再版本　40巻（雄山閣、昭和4～6）

大日本読史地図（冨山房、昭和10）

御料地史稿（帝室林野局、昭和12）

松平春嶽全集　3巻（松平春嶽全集編纂刊行会、昭和14年～17）

蘆田伊人（あしだ・これと）略歴

主要編著書


